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研究要旨 

新型コロナウイルス感染症（COVID−19）は、2021年5月18日現在、世界で1億6千万人の罹患と330

万人の死亡が報告されている。この戦後最大の感染症危機に対し、世界中で多くの研究者及びワ

クチンメーカーによるワクチン開発が進み、日本政府はワクチン確保と市民への接種計画を進め

ている。 

本研究では、日本における効率的なワクチンの確保と接種プログラムの参考とするべく、世界に

おけるワクチン開発の枠組みと現状、国際的なワクチンの公平な分配への取り組み、米国及び英

国におけるワクチン確保と市民への接種戦略について情報収集、分析した。 

情報収集はインターネットを用いて行なった。国際的な枠組みとしては、WHOのACT-アクセラレ

ーター、COVAX、SAGEのコロナワクチンワーキングループを中心に国際的な連携のもとに開発供給

が促進されていること、世界レベルで公正で公平なワクチン分配を実現するために、WHOとEUが主

導してCOVAXが構築された。 

接種プログラムを戦略的に構築するためには、目的と優先順位の議論は欠かせない。WHOは、SAGE

のワーキンググループが、モデリングを用いた優先順位と効果的なプログラム構築のためのツー

ルを開発提供している。米国及び英国では、予防接種の目的が死亡、重症の予防、基本的公共機

能（特に医療公衆衛生）の維持とされており、高齢者や医療従事者、エッセンシャルワーカーと

いった優先順位と合理的に整合している。一方、日本では、その目的を「死亡者や重症者の発生

をできる限り減らし、『結果として新型コロナウイルス感染症のまん延の防止を図る』」として

おり、優先順位が医療従事者と高齢者のみとする優先順位と目的の公判部分が整合していない。

目的と優先順位の整合性は、接種計画の根本であるため、一貫した議論が必要と考える。 

COVID−19パンデミック対策において、ワクチンは根本的なツールである。研究・開発・実用化・

確保・運用などを危機管理中に推進するためには、平時からの仕組みづくりや国際連携への積極

的な関与が必要である。国内の接種プログラムの構築においては、ワクチンの効果と限界、日本

の接種制度の特徴を慎重に検討した上で、ワクチン接種の目的、優先順位、運用を戦略的に構築

する必要がある。 
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A. 背景と研究目的 

2019年12月に中国武漢市で発生が確認された

新型コロナウイルス感染症（COVID−19）は、そ

の後国境を越え拡大し、2020年1月末にはWHOが

パンデミック宣言するに至り、2021年5月18日現

在、世界で1億6千万人の罹患と330万人の死亡が

報告されている。この戦後最大の感染症危機に

対し、世界中で多くの研究者及びワクチンメー

カーによるワクチン開発が進み、日本政府はワ

クチン確保と市民への接種計画を進めている。 

本研究では、日本における効率的なワクチンの

確保と接種プログラムの参考とするべく、世界

におけるワクチン開発の枠組みと現状、国際的

なワクチンの公平な分配への取り組み、諸外国

におけるワクチン確保と市民への接種戦略につ

いて情報収集、分析することとした。 

 

 

B. 研究方法 

１． 世界のワクチン開発状況のモニタリングと国

際的な評価 

（１） WHOのCOVID-19及びワクチン関連HP情報、

Web 検索を用いた情報収集。 

（２） ワクチンの開発と共有に関する国際的な

枠組み（COVAX）に関する情報収集。 

 

２． 諸外国におけるワクチン戦略に関する情報収

集 

以下の国に関する情報を Web を通じて収集し

た。 

（１） 米国のワクチン戦略 

（２） 英国のワクチン戦略 

 

C. 研究結果 

１． 世界のワクチン開発状況のモニタリングと国

際的な評価 

（１） 世界のワクチン開発状況のモニタリング 

WHO は世界中で開発されている COVID−19

ワクチンの開発状況をモニターし、詳細な

情報を収集しており、週 2回、以下の情報

を提供している。 

① The COVID-19 candidate vaccine 

landscape and tracker 

https://www.who.int/publications/m/it

em/draft-landscape-of-covid-19-

candidate-vaccines 

 

 

 
 

（２） 関連の有益サイト 

① Cochrane vaccine mapping tool 

② ClinicalTrials.gov 

③ WHO ICTRP 

④ NY times Coronavirus Vaccine Tracker  

https://www.nytimes.com/interactive/

2020/science/coronavirus-vaccine-

tracker.html 

 

（３） WHO の prequalification の状況 

WHO の事前承認状況 

① Status of COVID-19 Vaccines within 

WHO EUL/PQ evaluation process 

 

（４） ワクチンのグローバルに公平なアクセス

確保の枠組み（COVAX） 

① Access to COVID-19 Tool 

Accelerator(ACT-アクセラレーター) 

ワクチン、治療薬、診断薬などのツール

開発、公平な割り当て、供給、資金確保

のために、WHO と EU が主導して政府、

保健機関、科学者、企業などとともに

2020 年 4月に設立された国際協調の枠

組み。

https://www.who.int/initiatives/act-

accelerator 
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② COVAX 

https://www.who.int/initiatives/act-

accelerator/covax 

ACT-アクセラレーターにおける COVID ワ

クチンに関するパートナーシップ。ワク

チン開発、製造能力の構築、世界全ての

国に公正で公平なアクセスを保証する事

を目的とする。主要なパートナーと役割

は以下の通り。 

 WHO：全体の調整 

 CEPI （ Coalition for Epidemic 

Preparedness Innovations）：開発 

 GAVI(the Vaccine Alliance)：供給 

 Unicef:供与 

 

• 目標：2021 年末までに規制当局や WHO の事

前承認を合格した安全で効果的なワクチ

ンを 20 億回分投与。 

• ワクチン：人口に比例してすべての参加国

に均等に配布。裕福な国だけでなくすべて

の国でワクチンを受けられる。 

 （最初は医療従事者、参加国の人口 20％を

カバーするまで拡大） 

• COVAX がワクチン供給のため、製造業者契約

を結ぶことができるように、高中所得国は

前金で財政的貢献をする。 

 

（５） 世界的なワクチン承認、接種状況のモニタ

リング 

以下のサイトが有益である。 

① COVID19 Vaccine Traker 

https://covid19.trackvaccines.org/ 

② ECDC COVID-19 Vaccine Tracker 

https://qap.ecdc.europa.eu/public/ex

tensions/COVID-19/vaccine-

tracker.html#uptake-tab 

EU 加盟国の接種状況 

③ Our World in Data COVID-19 

Vaccinations 

https://ourworldindata.org/covid-

vaccinations 

④ Nikkei Asia Status of vaccinations 

around the world 

https://vdata.nikkei.com/en/newsgrap

hics/coronavirus-vaccine-status/ 

⑤ NY times Vaccine Tracker 

https://www.nytimes.com/interactive/

2021/world/covid-vaccinations-

tracker.html 

 

 

（６） WHO SAGE COVID-19 Vaccine working 

group 

WHO の ワ ク チ ン 諮 問 組 織 で あ る

SAGE(Strategic Advosory Group of 

Experts on Immunization)は 2020 年 6月

に COVID−19 ワクチンに関するワーキング

グループを設立した。目的は以下の通り。 

• 開発中のワクチンの進捗に関するエビデ

ンスを継続的にレビューし、SAGE に報告

する 

• ワクチン導入のための最適な年齢層と標

的集団を決定するための予測モデルの開

発のガイダンスを提供する 

• COVID-19 の公衆衛生上の被害を最小化し

将来の拡大を予防するためのワクチンの

利用拡大、供給が限られた場合の初期配分

に関する政策的助言を SAGE に行う 

• 公平配分を確保し、GACVS と連携し安全性

に関するガイダンスを提供する 

 

モデリングを用いたワクチン導入のための

最適化モデルに関する資料「Prioritized 

Infectious Disease and Economic 

Modelling Questions 

https://static1.squarespace.com/static/

556deb8ee4b08a534b8360e7/t/5f2b412e6c92

b204df833836/1596670255207/SAGE+WG+COVI

D-

19+Vaccines_Modelling_Questions_31July2

020.pdf 

 

２． 米国及び英国におけるワクチン接種計画 

 

（１） 米国のワクチン接種計画 

米国保健省（HHS）及び CDC の関連ホームペ

ージより以下の情報を収集した。 

https://www.hhs.gov/coronavirus/covid-

19-vaccines/index.html 

https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-

ncov/vaccines/recommendations.html 
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① 目的 

・死亡と重症例の減少 

・社会機能の維持 

・社会弱者の更なる負担の低減 

 

② 優先順位 

1a: 医療従事者と高齢者施設入所者 

1b: 前線の社会機能維持者と 75 歳以上高齢

者 

1c: 65〜74 歳高齢者と基礎疾患を有する 16

〜65 歳の者、その他社会機能維持者 

ワクチンが大量に供給された時には対象者

を拡大する。最終的な目標は、全ての人

が容易にワクチン接種を受けられること。 

 

③ 段 階 的 接 種 計 画  Potential Phased 

Structure 

ワクチンの供給量が限られたフェース、大

量に供給されるフェース、さらに継続的な

接種・定期接種化するまでを段階的に計画。 

 

 
 

④ 接種を促進するための仕組み 

A) Operation Warp Speed (OWS) 

 

 目標：2021 年 1 月までに安全で効果的なワ

クチンを３億ドース生産供給する。特

徴は以下の通り。 

・全米国アプローチ 

・パートナーシップ 

・科学に基づいた意思決定 

・ワクチンメーカーをサポートしスケールア

ップを図る 

・軍が接種オペレーションの計画とロジを提

供（ワクチン輸送は民間が行う） 

 

関連する供給プロセス：承認、優先順位、配

分、配布 

 

図：OWS 供給プロセス 

 
https://www.hhs.gov/sites/default/files

/ows-vaccine-distribution-process.pdf 

 

接種場所：病院、クリニック外来、薬局、長

期入所施設、医師のオフィス、先住民保険

サービス、公衆衛生クリニック、移動ユニ

ット、家庭、その他連邦施設 

 

⑤ ワ ク チ ン 発 注 追 跡 シ ス テ ム  HHS’s 

Ordering and Tracking System (VtrckS) 

セキュリティ管理された、Web ベースの IT

システムで、発注、購入から自治体保健部署

や医療提供者までを追跡できる。 

 

 

⑥ 市民への情報提供 

A) 米国CDCのWebサイトでわかりやすく情報

提供を行なっている。トップページからは

以下の項目へダイレクトなリンクがある。 

・質問コーナー 

・正確なワクチン情報 

・米国ワクチンプログラム 

・今できること 

・Q＆A 

・供給量・接種状況モニター 

・副反応報告アプリ 

・優先順位 

・医療従事者へ 

・関連リンク 

 

1

Leveraging Existing Networks, Processes and Partnerships

Long Term Care 
Facilities

Vaccines are 
made and 
filled/finished 
by the 
manufacturers

Pfizer Ancillary MegaKits delivered directly to UPS & FedEx for 
distribution to Administration Sites

McKesson 
Distributors

Moderna Vaccines and Ancillary 
Kits then stage at Distribution 
Centers before moving to the 

States and Jurisdictions

Pfizer

Kitting Facility

Doctor’s Offices

Pharmacies

Hospitals

Public Health 
Clinics

OPERATION WARP SPEED
Vaccine Distribution Process

Homebound

Indian Health 
Services

Other Federal 
Entity Sites

Large Clinics 
Outpatient

Mobile Units

Re-ice

Moderna

Pfizer transports Vaccine 
Drug Product to UPS and 

FedEx Facilities for 
Distribution

Dry Ice 
Recharge Kits 
Delivered to 

Administration
Sites for Pfizer 

Vaccine
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https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-

ncov/vaccines/index.html 

 

B) 米国保健省 HHS のワクチン接種情報提供 

HHS の COVID-19 ワクチントップページか

らはダイレクトに以下のサイトに移動す

ることができる。 

・「あなたとあなたの家族へのワクチン情報」 

CDC のサイトへリンク 

・ワクチン承認状況：FDA のサイトへリンク 

・ワクチン供給、OWS：HHS 内の専用サイトへ

リンク 

 

 
https://www.hhs.gov/coronavirus/covid-19-

vaccines/index.html 

 

接種状況のフィードバック（CDC Data Tracker） 

https://covid.cdc.gov/covid-data-

tracker/#vaccinations 

 

 
 

（２） 英国のワクチン接種計画 

英国政府 Web の COVID−19 ワクチンサイト、

公衆衛生イングランド Public Health 

England(PHE)等から情報を収集した。 

https://www.gov.uk/government/collecti

ons/covid-19-vaccination-programme 

https://www.gov.uk/government/publicat

ions/covid-19-vaccine-monitoring-

reports 

 

① 目的 

ワクチンと免疫に関する合同委員会（the 

Joint Committee on Vaccination and 

Immunisation: JCVI）による提言（2020 年 12
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月 30 日）に接種目的、優先順位が示されてい

る。 

優先順位１の目的：COVID−19 の死亡の予防、医

療及びソーシャルケアのスタッフとシステ

ムの保護（予防可能な死亡の 99％を占める） 

優先順位 2の目的：入院リスクの高い人、暴露

リスクの高い集団、基本的な公共サービス

の強靭さの維持 

 

② 優先順位 

優先順位１ 

・高齢者施設の入居者と介護スタッフ 

 80 歳以上の高齢者及び第一線の医療・

ソーシャルケアスタッフ 

 75 歳以上の高齢者 

 70 歳以上の高齢者と臨床的に極度に脆

弱な 65 歳以上の高齢者 

 基礎疾患を有する 16〜64 歳の者 

 60 歳以上の高齢者 

 55 歳以上の者 

 50 歳以上の者 

 

優先順位 2 

 入院リスクの高い人、暴露リスクの高

い集団、基本的な公共サービス従事者 

 

③ 接種プログラム 

優先順位に従って順次接種対象者を拡大す

る。 

 

④ 接種を促進するための仕組み 

・Hospital Hubs 

ファイザー製ワクチンのコールドチェーン

上の必要性から、高齢者施設・医療機関への

ワクチン供給の中継地として設置 

 2020 年 12 月 8 日現在英国で 50箇所設置 

 

⑤ ワクチン接種モニタリングシステム 

英国政府の COVID-19 ワクチンサイトトップ

ページ（後述）から総合的なワクチンサーベ

イランスレポート（週報）にアクセスできる。 

https://www.gov.uk/government/publicati

ons/covid-19-vaccine-surveillance-

report 

 

図：ワクチンサーベイランスレポート 

 
年齢階級別接種率（1st dose） 

 
年齢階層別接種率（2nd dose） 

 
 

レポートには、ワクチン効果、接種率と公衆

衛生上インパクト、抗体保有率の推移などが

まとめられている。 

 

⑥ 市民への情報提供 

英国のワクチン接種計画については、英国政

府 Web ページの COVID-19 ワクチンプログラム

サイトで公開されている。 

トップページからは、関連分野別にリンクが

整理されており、関心のある内容に直接移動す

ることができる。 
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ガイダンス 
トレーニング資料 
同意書 
ポスターなど 
サーベイランス 
プロトコール 
プログラム 
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Green Book: COVID−19 のウイルス、疾患、ワクチ

ン、予防接種プログラムに関する Fact sheet とし

て、Green Book が提供されている。 

https://assets.publishing.service.gov.uk/gove

rnment/uploads/system/uploads/attachment_data

/file/948757/Greenbook_chapter_14a_v4.pdf 

 

 

 
 

 

D．考察 

1. 国際協調とリーダーシップ 

改めて言うまでもないが、パンデミックは各

国における公衆衛生上の危機であるのはもち

ろん、「国際的な危機」である。そこには、自

国の危機管理とともに、グローバルヘルス上の

視点、国際協調と連携が求められる分野である。

今回、WHOのACT-アクセラレーター、COVAX、SAGE、

GACVSなど、様々な枠組みの取り組みが、複合的

に行われていることが認識された。 

今回のCOVID−19のワクチン確保に関しては、

ファイザー製ワクチンのイスラエルや英国へ

の優先的供給契約、さらに欧州から輸出される

際のロットごとの許可制度、中国の世界的なワ

クチン供与戦略、COVAXを通じたワクチン供与

の進捗の遅さなど様々な課題が明らかとなっ

ている。 

日本はこれまで独自のワクチン研究開発、製

造と供給の仕組みが、迅速な開発と急速な供給

量の変化に対応できないことが課題とされて

きた。今回のパンデミックにおいては、ワクチ

ンメーカによる迅速な開発、実用化、供給を支

える様々な枠組みがあることが明らかとなっ
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た。今後、日本が感染症危機に強い体制を構築

するためには、普段の研究開発を促進するだけ

ではなく、このような国際的な枠組みにリーダ

シップを持って関わることが重要となる。 

また、ワクチンという新たなツールの開発と

確保においては、競争・争奪戦の側面ばかりが

注目されがちであるが、人道面、倫理面の議論

においても主体的な関わりをすることが重要

と考える。 

 

2. 予防接種の目的、優先順位、プログラム戦略の

明確化 

日本ではとかく優先順位の議論が深掘りされ

にくい土壌があるが、接種プログラムにおいて

は、目的と優先順位の議論は欠かせない。 

WHOは、SAGEのワーキンググループが、モデリ

ングを用いた優先順位と効果的なプログラム

構築のためのツールを開発提供している。各国

が、自国の状況の違いに応じて、ワクチンの効

果などをもとに優先順位、プログラムを構築す

ることをサポートしている。 

米国及び英国の接種プログラムでは、予防接

種の目的と優先順位が明確に示されている。一

方、日本では、内閣官房.厚生労働省の新型コロ

ナウイルス感染勝にかかるワクチン接種につ

いて（令和２年９月25日）の会議資料（ワクチ

ン接種の基本計画）では示されているものの、

積極的に国民の目に届くところで示されてい

ない。 

米国、英国がワクチン接種の目的を、死亡・重

症を減らすことを第一、続いて、公衆衛生機能、

基本的な公共サービスの維持とし、優先順位付

けと明確に対応しているのに対し、日本におけ

る基本計画上の目的「死亡者や重症者の発生を

できる限り減らし、『結果として新型コロナウ

イルス感染症のまん延の防止を図る』」に対し、

優先順位が医療従事者と高齢者のみとなって

おり、後半の目的に対応する優先順位や接種計

画が存在しない。 

COVIDでは、死亡・重症化しやすい集団と流行

の中心となる集団が異なっており、「重症・死

亡の予防」「まん延防止」を両立させる優先順

位は存在しない。日本の断片的な文書に示され

ている「目的」「優先順位」「接種プログラム」

は理論的に矛盾する側面があり、そこの議論の

深掘りが足りないため、実践段階で議論が混乱

しているように思われる。 

そもそもワクチンの感染予防効果や集団免疫

効果が明らかでない場合には、「まん延防止」

を事前計画における優先的な目的とするには

慎重になるべきであると考える。 

 

3. モニタリングとサーベイランス 

日本のワクチン接種状況は、厚生労働省のHP

で公開されているが、米国や英国のサイトに比

較すると分母情報がなく、わかりにくい。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuit

e/bunya/vaccine_sesshujisseki.html 

 英国ではさらに、ワクチンの有効性や公衆衛

生上のインパクトも週報で還元されている。英

国では、COVID−19ワクチンサーベイランス戦略

に基づいた複合的なモニタリングが行われて

いる。 

https://assets.publishing.service.gov.uk/

government/uploads/system/uploads/attachm

ent_data/file/951189/COVID-19_vaccine_sur

veillance_strategy.pdf 

 米国や英国のような分かりやすい分析結果

の還元や複合的なサーベイランスを行うため

には、戦略的な議論が必要と考える。 

 

E．結論 

 COVID−19パンデミック対策において、ワクチ

ンは根本的なツールである。研究・開発・実用化・

確保・運用などを危機管理中に推進するために

は、平時からの仕組みづくりや国際連携への積

極的な関与が必要である。 

 国内の接種プログラムの構築においては、ワ

クチンの効果と限界、日本の接種制度の特徴を

慎重に検討した上で、ワクチン接種の目的、優先

順位、運用を戦略的に構築する必要がある。 

 

F.研究発表 

なし 

G.知的財産権の膝眼・登録状況（予定を含む） 

なし 

 

 

 


